
  

 

 

 

 

 

 

 

保育士修学資⾦貸付のしおり 

（令和６年４月入学生向け） 

 

秋募集 
（申請受付期間：令和５年１０月１０日（火）～１１月１７日（金）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 

鳥取県子ども家庭部子育て王国課 
（貸付事業実施主体：鳥取県社会福祉協議会） 

 

 

 

 

 

○ この制度は、経済的理由で修学が困難な⽅が保育士を目指すため、
国、県の財政⽀援により制度化されたものです。 

○ 保育士養成施設を卒業後、保育士として県内の保育施設等で⼀定年
数勤務することによって、修学資⾦の返還が免除されます。 

○ ただし、退学等や返還の免除条件を満たさなくなった場合は貸付を受け
た修学資⾦を⼀括⼜は毎月多額の⾦額を返還することになりますの
で、ご注意ください。 
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１ 目的 

この修学資金は、保育士養成施設（以下「養成施設」という。）において保育士
の資格に必要な教育を受け、将来、県内の保育所等において、保育士として働こう
とされている方で、経済的理由により修学が困難な方に対して必要な資金（以下「修
学資金」という。）を貸し付け、修学を支援するとともに、県内の保育士等の確保
を図ることを目的としています。 

 
２ 制度の概要 
（１）貸付対象者・貸付内容 

対象者 次の要件を全て満たし、かつ卒業後、県内の保育施設等において保育士
として業務に従事しようとする方が対象になります。 

① 県内の高等学校を卒業する者であること。 

② 高等学校等第２学年時（定時制課程又は通信制課程に在学する者
は、卒業見込年度の前年度）の学業成績の平均値が３.０以上であ
ること。 

③ 生計維持者の所得の状況が、以下のいずれも満たすこと（※）。 

・日本学生支援機構給付奨学金の第Ⅰ区分（住民税非課税世帯）または第

Ⅱ区分（住民税非課税世帯に準ずる世帯）に該当しない世帯であること。 

・日本学生支援機構貸与奨学金（第一種）の家計基準上限以下であること。 

（特例）第２学年時の学業成績の平均値が３.５以上ある者は、日本学

生支援機構貸与奨学金（第二種）の家計基準上限以下であること。 

④ 日本学生支援機構給付奨学金の申請をしていないこと。 
⑤ 鳥取県から類似の奨学資金の貸与又は給与を受けていない者であ

ること。 
・鳥取県が鳥取短期大学入学生向けに貸付する「鳥取県保育士等修学資金貸

付」とは併給できません。 

・日本学生支援機構貸与奨学金や鳥取短大の奨学金など、鳥取県及び鳥取県

教育委員会以外の団体が運営する奨学金制度については、併給することが

できます。 

貸付額 ○ 奨学金    月額 50,000 円×在学月数（最大 24 カ月） 
○ 入学準備金  200,000 円 
○ 就職準備金  200,000 円 

利息 無利子 

貸付期間 養成施設に在学する期間（２年間） 

募集人員 ８人程度 

 
※日本学生支援機構ホームページ「進学資金シミュレーター」を参考にしてください。 
               https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/ 

 
 
（２）貸付決定までの流れ 

   鳥取県への申請の後、鳥取県社協において審査を行い、貸付が適当と認められ
た方には貸付の内定を通知します。 

入学試験結果の確認後、修学生を決定します。 
                        （令和６年４月入学の場合） 
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鳥取県社会福祉協議会 鳥取県 修学資金を申請する者 

令和５
年 10
月～
12 月 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

12 月 
～令和
６年３
月 

 
 

  
 
 

３月 
下旬 

 
 

 
 

 

 

不合格者の内定通知は失効 
 

※貸付決定通知を受領後、印鑑登録証明書・保育士養成施設の在学証明書を添付し、
借用証書を直ちに鳥取県社会福祉協議会へ提出する必要があります。 

※借用証書の提出後、半期毎に貸し付けます（入学準備金は入学年度上期、就職準
備金は卒業年度の下期に上乗せ）。 

 
（３）貸付の終了 

   貸付期間が終了したとき、貸付を解除したときは、修学生に対してその旨を通
知します。 

 

（４）貸付の解除打切り及び休止 

   修学生が次の事由に該当することとなったときは、修学生の貸付は解除、又は
休止となります。 

【貸付を解除する場合】 
  (1) 養成施設を退学したとき 
  (2) 心身の故障のため修学を継続する見込みがなくなったと認められるとき 

(3) 死亡したとき 
  (4) その他修学資金貸付の目的を達成する見込みがなくなったと認められたとき 

【貸付を休止する場合】 

 貸付対象者が休学し、又は停学の処分を受けたとき 

 
（５）修学資金貸付の返還 

   修学生は、次の事由に該当することとなったときは、次の方法で修学資金を鳥
取県社会福祉協議会に返還しなければなりません。（期日までに返還できない場
合は延滞金が発生します。） 

 

 

【返還が必要な場合】 

① 貸付契約が解除されたとき 
② 県内の保育所等において児童の保護等の業務に従事しなかったとき 
③ 県内の保育所等において児童の保護等の業務に従事する意思がなくなったとき 
④ 業務外の事由により死亡し、又は心身の故障により業務に従事できなくなったとき 

修学資金の貸付申請 申請書審査 

通知受領 貸付内定通知 

養成施設を受験 

（申請書とりまとめ） 

審査 受験結果報告 

貸付決定通知 通知受領 
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⑤ 養成施設を卒業した日から１年以内に保育士登録簿に登録しなかったとき 

 

（６）返還債務の履行猶予 

（５）により修学資金を返還しなければならなくなった場合でも、災害、疾病、
負傷、育児休業等、その他やむを得ない事由があるときは、返還債務の履行猶予を
受けることができます。 

 

 

３ 返還債務の免除制度の概要 

  次の事由のいずれかに該当することとなったときは、返還債務の免除対象とな
ります。 

  免除の条件に該当した場合には、返還免除申請書を鳥取県社会福祉協議会へ提
出する必要があります。 

免除の条件 
免除の
範囲 

① 養成施設を卒業した日から１年以内に保育士の登録を受け、５年以上
（就業先が過疎地域、離島及び中山間地域等において当該業務に従事し
た場合は３年）、県内の保育所等で保育士として児童の保護等に引き続
き従事したとき。 

休業制度の取扱い 産前産後休業、育児休業等は、引き続き従事したものと
みなします。ただし、従事期間には含めません。 

 

債務の
全部 

② ①に規定する業務に従事する期間中に、業務上の事由により死亡し、
又は業務に起因する心身の故障のため業務を継続することができなく
なったとき。 

債務の
全部 

③ ②に該当する場合を除き、死亡し、又は障がいにより修学資金を返還
することができなくなったとき。 

債務の

全部又

は一部 
 
 

【免除対象となる勤務先】 

  返還債務の免除を受けることができる勤務先に該当する施設は、以下のとおり
です。 

児童福祉施設（助産施設、乳児院、母子生活支援施設、保育所、認定こども園、児童厚生施

設、児童養護施設、障害児入所施設、児童発達支援センター、児童心理治療施設、児童自立支

援施設、児童家庭支援センター）、児童一時保護施設、指定保育士養成施設、預かり保育を常

時実施する幼稚園、認定こども園への移行を予定している幼稚園、地域型保育事業所（家庭

的保育、小規模保育、居宅訪問型保育、事業所内保育）、病児保育事業、放課後児童健全育成

事業、一時預かり事業、届出保育施設 等 

  ※幼稚園教諭として勤務する場合は免除になりません。 
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各修学資金制度の概要 

 ① 
保育士修学資金貸付 
全ての保育士養成 

施設を対象 

② 
鳥取県保育士等 

修学資金 
（鳥取短期大学のみ） 

③ 
日本学生支援機構給付型奨学金 
(高等教育の修学支援新制度) 

申請先 鳥取県社会福祉協議会 
（提出先：鳥取県） 

鳥取県 日本学生支援機構 

貸 付 総 額
（①②） 

給付総額
（③） 

(２年間) 

160 万円 
(月額５万×24 月＋入学準備金

20 万＋就職準備金 20 万) 

96 万円 

(月額３万×24 月＋入学支援
金 24 万円) 

最大 330 万円程度 

（私立短大・下宿生の場合） 

貸 

付 

要 

件 

所得
要件 

○日本学生支援機構給付奨学金の
第Ⅰ区分または第Ⅱ区分に該当
しないこと 

○生計維持者の所得の状況が日本
学生支援機構貸与奨学金（第一
種）の家計基準上限以下である
こと 

※特例：第２学年時の評定平均値
が 3.5 以上ある者は、日本学生
支援機構貸与奨学金（第二種）
の家計基準上限以下であるこ
と。 

○日本学生支援機構給付奨学
金の第Ⅰ区分または第Ⅱ区
分に該当しないこと 

○生計維持者の所得の状況が
日本学生支援機構貸与奨学
金（第一種）の家計基準上
限以下であること 

○市町村民税非課税世帯及びそ
れに準じる世帯 

成績
要件 

○高校における第２学年時の評定
平均値が 3.0 以上であること 

（なし） ○申請時までの高校における評
定平均値が 3.5 以上、または
高校の面談等で学修意欲があ
ると認められること 

 その
他 

（なし） 鳥取短期大学に入学しようと
する者であること 

― 

募集人員 ８人程度 １８人 制限なし 

返還免除
の要件 

卒業後、１年以内に保育士登録を
し、鳥取県内の保育施設等で５年
間勤務（過疎地域等は３年間）し
た場合 

※幼稚園教諭として勤務する場合
は返還免除になりません。 

卒業後 1 年以内に保育士登録
または幼稚園教諭免許を取得
し、鳥取県内の保育施設等で
６年間のうち、３年間勤務し
た場合 

給付のため返還不要 

大学等での成績や所得状況の変
化により支援が打切りされる場
合があります。 

返還が必
要となる

場合 

○退学した場合 

○卒業後、１年以内に保育士資格
を取得できなかった場合 

○卒業後、鳥取県内の保育施設等
で５年間（過疎地域等は３年
間）勤務しなかった場合など 

○退学した場合 

○卒業後、１年以内に保育士
及び幼稚園教諭免許のいず
れも取得できなかった場合 

○卒業後、県内の保育施設等
で 6 年間のうち 3 年以上勤
務しなかった場合 など 

○退学・停学（無期限または３
カ月以上のものに限る）の懲
戒処分を受けた場合 

○偽りその他不正の手段により
支援を受けた場合 など 

③ と の 併
願の可否 

不可 可 ― 

 

 

※いずれの制度も併給することはできません。 

※「①保育士修学資金貸付」と「②鳥取県保育士等修学資金」の併願可能です。ただし「①保育士修学資

金貸付」の貸付決定が優先され、決定後は「②鳥取県保育士等修学資金」への変更はできません。 
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いいえ 

この対象者は、⽇本学生⽀援機構給付奨学⾦の
申請の有無に関わらず、 
①保育士修学資⾦ 
②⿃取県保育士等修学資⾦の貸付はできません 

いいえ 

③日本学生支援機構給付奨

学金の申請をしてください。 

いいえ いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい いいえ 

はい 

フローチャート 

（申請可能な制度をご確認ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 日本学生支援機構給付奨学金のうち、第Ⅰ区分・第Ⅱ区分の対象は学生本人とその生計

を一にする家族の所得の合計額が、以下の算式により 25,600 円未満となる世帯。 

   市町村民税の所得割の課税標準額×6%－（調整控除の額＋税額調整額） 

※２ 日本学生支援機構給付奨学金のうち、第Ⅲ区分の対象は、学生本人とその生計を一にす
る家族の所得の合計額が、上の算式の結果が 25,600 円以上 51,300 円未満となる世帯。 

※３ 生計維持者の所得の状況が日本学生支援機構貸与奨学金（第一種）の家計基準上限以
下。 

※４ 生計維持者の所得の状況が日本学生支援機構貸与奨学金（第二種）の家計基準上限以
下。 

 

   

進学資⾦シミュレーター 日本学生支援機構給付奨学金、日本学生支援機構貸与奨学金の対象かどう

かは、日本学生支援機構ホームページ「進学資金シミュレーター」を参考

にしてください。 

日本学生支援機構 HP 進学資⾦シミュレーター https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/ 

第 2 学年時の評定平均値が 3.0 以上 

鳥取短期大学へ進学予定 

鳥取短期大学へ進学予定 

所得が日本学生支援機構給付奨学金 

第Ⅲ区分の対象で申請予定※2 

所得が日本学生支援機構給付奨学金 

第Ⅰ区分・第Ⅱ区分の対象※1 

所得が基準以下※3 申請不可 

申請不可 

所得が基準以下※3 

所得が基準以下※4 

申請不可 

②鳥取県保育士等修学

資金の申請が可能 

申請不可 

申請不可 

②鳥取県保育士等修

学資金の申請が可能 

①保育士修学資

金の申請が可能 

第 2 学年時の評定

平均値が 3.5 以上 

所得が基準以下※3 

①保育士修学資金及び②鳥取県

保育士等修学資金の申請が可能 

申請不可 
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４ 申請方法（令和６年４月入学生） 

 

区分 内容 

申請受付時期 
令和５年１０月１０日（火）から１１月１７日（金） 

（当日消印有効） 

申請書提出先 

〒６８０－８５７０ 鳥取市東町１丁目２２０番地 
 鳥取県子ども家庭部子育て王国課 

 ※鳥取県社会福祉協議会ではありません。ご注意ください※ 

提出書類 
①保育士修学資金貸付申請書（様式第 19 号①） 

②証明書（様式第 20 号①） 
※在籍校の校長による証明が必要です。 
※日本学生支援機構給付奨学金の申請を行い、不採用となった者は、採用候
補者とならなかったことが記載された書類（日本学生支援機構からの通知の
写し）も併せて提出すること。 

③高等学校の成績証明書 

④高校の卒業(見込)証明書又はこれと同等であると証する書類 
⑤世帯状況報告書（別紙１） 
⑥世帯全員の所得・課税証明書（令和４年分） 

※所得の有無にかかわらず、保護者、本人、兄弟姉妹等、世帯全員分
が必要 

※所得と市町村民税の課税状況がわかるもの 

 

申請書など所定様式はホームページからダウンロードできます。 

鳥取県子ども家庭部子育て王国課のホームページ 
https://www.pref.tottori.lg.jp/292371.htm 

 

 

 

 【問い合わせ先】 

  郵便番号 ６８０－８５７０ 鳥取市東町１－２２０ 

         鳥取県庁 子ども家庭部 子育て王国課 

   電 話 ：０８５７－２６－７１５０ 

   ファクシミリ ：０８５７－２６－７８６３ 

   メール ：kosodate@pref.tottori.lg.jp 

 


